
  
 

パート１２：e-スポーツ世界大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

発信！附特の魅力！  
～新任校長が感じた附特の魅力を伝えます～ 

大分大学教育福祉科学部附属特別支援学校 

校長  野田幸代 

9月 8・9日の二日間、韓国で開催された e-スポーツ（エレクトロニックスポーツ）世界

大会に本校の小学部２名、高等部２名が参加しました。韓国内では毎年国内大会があり、す

でに 10 年の歴史があります。今年は姉妹校であるミラル学校の紹介で、日本からは本校と

筑波大学附属桐が丘特別支援学校の２校が無料招待されました。台湾からの参加もあり、３

カ国での第１回世界大会となりました。 

 

 

 

音楽と光を駆使したにぎ

やかな開会式 

文部科学省や教育機関の

方々も来賓として参加 

この大会の目的は、 

障がいのある児童生徒の情報

格差の解消、余暇生活の充実、

障がい者に対する理解・啓発

となっています 

ホテルで、

桐が丘の生

徒さんたち

と教えあい

ながら交流

しました 

高校生の競技『キネクトスポ

ーツ』で台湾の選手と競技す

る本校の生徒（赤）  

陸上、幅跳び、やり投げなど

で練習の成果を発揮しました 

陸上、幅跳び、 

初めての海外、そし

て世界大会は、児童

生徒にとって貴重な

体験、そして生きる

力につながりました 

小学生の競技は

『みんな一緒に

ブンブンブン』 

親子ペアで競技

しました。なんと

３位入賞者も！ 


